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こんな事で困った経験ありませんか？
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この様な課題の解決を検討していますこの様な課題の解決を検討していますこの様な課題の解決を検討しています。この様な課題の解決を検討しています。

●部品技術情報（納入仕様書 環境 形状など）を電子的に受領した

●新しい部品を設計検討に加える場合、部品情報をCADに入力する必要があります。

→新規部品もはじめから電子データで揃えておく必要があります。

●部品技術情報（納入仕様書、環境、形状など）を電子的に受領したい。

→さまざまな電子情報を受け取る事ができる仕組みが欲しい。

●部品の生産終了や代替部品の情報が社内外に散在していて探せない●部品の生産終了や代替部品の情報が社内外に散在していて探せない。

→新旧部品を横串検索でまとめて比較できる環境はありませんか。

●多くの取引先（バイヤ）とBtoB接続するのは大変です。入力も大変。

→どっかでまとめて繋いで頂けないですか？しかも安価に。

●各社から要求される部品技術情報が微妙に異なります。

→複数社の要求が同じ情報になりませんか。
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ロゼッタネットジャパン（RNJ）とWGについてロゼッタネットジャパン（RNJ）とWGについて

■ ゼ タネ トジ パン（R tt N t J RNJ）とは■ロゼッタネットジャパン（Rosetta Net Japan：RNJ）とは
サプライチェーン構築に関する規約の標準化・普及を推進するロゼッタネットの日本における
唯一の提携団体であり 世界各地に設立されているロゼッタネット関連組織と協力し 日本の唯 の提携団体であり, 世界各地に設立されているロゼッタネット関連組織と協力し, 日本の
立場からグローバルな標準の確立に寄与するとともに, ロゼッタネット活動に参画する全て
の企業・団体・政府・政府関連機関と協働しグローバルなサプライチェーン構築を実現する
機会を提供する非営利団体です。 部品技術情報流通WGを主催しています。

■部品技術情報流通ＷＧの目的

機会を提供する非営利団体です。 部品技術情報流通WGを主催しています。

中小企業を含む企業間における部品技術情報の流通・再利用を行うことが可能な仕様
の標準化を検討するWGです。サービスプロバイダにより構築・提供されるR&Rセンタを
利用し、バイヤ及びサプライヤの業務プロセスを最適化・効率化することを目指します。
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R&R構想

部品技術情報流通基盤 R&R概要図
（R&R = Registry & Repository）R&R構想

部品技術情報流通基盤 R&R概要図
サプライヤ X社 部品技術情報流通基盤部品技術情報流通基盤 バイヤ A社

Webサービス

外部提供
DB

連携⾃社に最適な⼿段を選択して情報のやり取りを⾏うことが可能。

品番マッチングテーブルOffice 
Open XML

公開情報 メーカ品番

当該バイヤのみ

公開

バイヤ管理メーカ品番

RosettaNet

RNIF

サプライヤ Y社

スペック
データ

環境
デ タ

Webブラウザ
or

電⼦メ ル

バイヤ B社

ECALGA

HTTP/S, SMTP

サプライヤ Z社

デ タ
(ECALS辞書利⽤)

データ

形状データ シミュレーション

電⼦メール

RosettaNet バイヤ C社

ebMS

サプライヤ Z社 形状デ タ
(2D/3D)

シミュレ ション
データRosettaNet

ECALGAなど
B2B接続

バイヤ C社
CSV or XML

提供プロセスはセンタ側で対応を⾏う。
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提供プロセスはセンタ側で対応を⾏う。
サプライヤはバイヤ毎に提供環境を⽤意する必要はない。



部品技術情報流通WGの体制部品技術情報流通WGの体制
部品技術情報流通WG

主査 ：村⽥貴昭（ソニー株式会社)
副主査 ：古知屋寛（キヤノン株式会社）

ステアリングコミッティ

•• 課題別に担当を決定課題別に担当を決定WGWG制制

コンテンツ検討コンテンツ検討SubWGSubWG
ビジネスモデル

マッチングテーブルマッチングテーブル
TF設置海外展開(Phase 2, 3)

インフラ基盤検討インフラ基盤検討SubWGSubWG

情報コンテンツに関する項目
について検討

TF設置

マッチングテーブルマッチングテーブル
インフラ

プロバイダ選定プロバイダ選定
部品形状データ

R&Rの機能、仕様について
検討

TF設置

TF設置

部品形状データ
シミュレーションデータ

環境情報
インプットシート
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インプットシ ト



２０１１年度 WG活動計画２０１１年度 WG活動計画

RISE（R&R）稼働からPhase2 3への具体的な課題の解決に当たるRISE（R&R）稼働からPhase2,3への具体的な課題の解決に当たる。
●形状データ→現状TFの継続 ：

R&Rにおける形状データの機能とその実現→ガイドラインの作成検討。
図研 eParts-finderとの連携。研 携。

●環境データ→現状TFの継続 ：
環境一次情報（RoHS）と詳細情報表示（Reach）機能の実現
BOM-Checkとの連携要件のまとめ。

●Phase2 Phase3の実現●Phase2、Phase3の実現 ：
台湾、中国、韓国の状況把握、データプール連携の要件定義。
要件定義書の更新。
B2Bインフラの要件定義と提供費用の具体化

●マッチングテーブル機能 ：
部品情報の管理が異なる他部門との部品情報共有機能の検討
EMS企業への参加要請と情報交換機能の要件定義。

●参加企業の拡大●参加企業の拡大 ：
PR及び使い方指導、協力要請。
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ＪＥＩＴＡ 社団法人電子情報技術産業協会
会員 社会員：４４０社

ＥＣセンター B2Bビジネスプロセスの電子化
と標準化をグローバルに推進

ＥＣＡＬＳ辞書の管理

サプライヤー様

バイヤ 企業協議会から主要取引先

バイヤー企業協議会標準化された部品技術情報を要求
バイヤー企業協議会から主要取引先
としてＲＩＳＥ（Ｒ＆Ｒ）説明会に出席を

要請されたサプライヤー様
（現在、約１００社）

部品技術情報の共通化と流通の
効率改善を 目指した有志団体

参加企業：キヤノン
RISERISE（（R&RR&R））
Ｒ＆Ｒシステム運用
豊通エレクトロニクス部品設計

カタログ化
納入仕様書化
環境デ タ提出

ソニー
東芝
三菱
ＮＥＣ共通化された部品技術情報を提供

環境データ提出
ＤＩＳＣＯＮ申請

などの情報取り扱いについて
業務効率の改善が可能

オリンパス
パナソニック
スミトロニクス
コンテックＥＭＳ

ＲｏｓｅｔｔａＮｅｔ Ｊａｐａｎ
グローバルなサプライチェーン構築を
実現する機会を提供する非営利団体業務効率の改善が可能

日本無線
実現する機会を提供する非営利団体

サプライチェーン構築に関する規約の標準化・普及を推進する。
部品技術情報流通WGを主催
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部品形状：Panasonic・ＪＳＴ・ＮＥＣ・図研・ソニー・キヤノン
環境情報：ソニー・キヤノン・オリンパス



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。

れからR&R構想の具体的なサ ビ として構築した• これからR&R構想の具体的なサービスとして構築した

「RISE」のご紹介をさせていただきます。

（RNJ部品技術情報流通WGは RISEを支援致します ）（RNJ部品技術情報流通WGは、RISEを支援致します。）
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